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１．まえがき 
TX7/AzusAは米 Intel社の最新 64bitマイクロプロセッサ Itaniumを 16個まで搭
載可能な大型スケーラブルサーバです。高性能 Itaniumプロセッサとこれを相互に接











 図 1に汎用コンピュータシステム TX7/AzusAのシステム構成を示します。 
汎用コンピュータシステム TX7/AzusAはノード当たり 16CPUから構成され、全体で
7 ノードから成るシステムです。各ノードは 1000BASE-SX スイッチを経由し接続さ
れており、ファイルサーバ、スーパーコンピュータシステムと連携した利用が可能と

















ﾉｰﾄﾞ#0  TX7/AzusA 
16CPU 51.2GFLOPS 
主記憶装置 32GB 
ﾉｰﾄﾞ#1  TX7/AzusA 
16CPU 51.2GFLOPS 
主記憶装置 32GB 
ﾉｰﾄﾞ#2  TX7/AzusA 
16CPU 51.2GFLOPS 
主記憶装置 32GB 
ﾉｰﾄﾞ#4  TX7/AzusA 
16CPU 51.2GFLOPS 
主記憶装置 16GB 
ﾉｰﾄﾞ#5  TX7/AzusA 
16CPU 51.2GFLOPS 
主記憶装置 16GB 









   
 ﾌｧｲﾙｻｰﾊﾞNX7000 /L2000 2CPU主記憶装置 4GB 




  表１にTX7/AzusAの諸元を示します。特長を要約すると以下のようになります。 















表１ TX7/AzusA 1ﾉｰﾄﾞの諸元 
項目 諸元 
プロセッサ  Intel Itanium(800MHz-4MB L3 cache) 
プロセッサ数 16個 
メモリ容量 32GB／16GB 
IO スロット数 最大 64  














 このように、厳密には4枚のセルカードに分散されたcc-NUMA(Cache Coherent 
Non-Uniform Memory Access)型の構造をしていますが、後述するようにソフトウェ
アから見たメモリアクセス時の振る舞いは16プロセッサのUMA(Uniform Memory 




















  Itaniumプロセッサは、Intel社が開発した新しい64ビットアーキテクチャである 












































容量 16KB 16KB 96KB 4MB (2MB版も有) 
実装場所 On die On die On die パッケージ内 
ラインサイズ 32Byte 32Byte 64Byte 64Byte 
アソシビティ 4way 4way 6way 2way 
書き込み方式 Read only Write through Write back Write back 
レイテンシ（整
数） 
2サイクル 2サイクル 6サイクル 21サイクル 
レイテンシ 
（浮動小数点） 
















































 ３．６ 高い転送性能の達成 






























  TX7/AzusAでは、オペレーティングシステムに Linux を採用しています。 




また、Linuxディストリビューションとしては、RedHat Linux for Itanium Processor 
を採用しています。同パッケージには IA-64 向けに多数のオープンソースのパッケー
ジが含まれております。 
 
５． むすび 
以上、汎用コンピュータシステム TX7/AzusAについて述べました。今後も、科学技
術用途における大規模高速演算のご要求や、IT社会基盤の構成要素としてのサーバの
重要度は増す一方です。弊社は継続して IA-64 サーバを開発することにより、さらに
高い処理性能、拡張性、信頼性を実現する製品を提供してまいります。 
 
写真１．TX7/AzusA本体外観 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真２．セルカード外観 
 
